
 

 

【 実現に向けた考え方 】

環境にやさしいまちをつくるためには、環境保全の大切さや環境問題の現状を知り、日常

生活や事業活動において環境に配慮した行動を身につけ、定着させることが重要です。

そこで、環境学習の推進、環境情報の提供により、区民一人ひとりの環境問題に対する関

心を高めます。また、積極的に区の環境保全に関わる人材や活動団体を育成し、活躍の場を

提供することで、区民の環境意識や参加意欲の向上を図ります。

基本目標３ 環境を守りはぐくむ人づくり

３－１

人を育てて

行動を促す

 

３
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境
を
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り
は
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く
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３－２

人とのつながりを

育てる

 

学校教育・学習の推進

環境情報の提供

人材や活動団体の育成

地域の環境保全活動の活性化・ネットワーク化

区民・事業者・区のパートナーシップの構築

地域を越えた広域的な連携

施策の目標基本目標 基本方針

事業者の取組みの促進

－イメージビジョン－

地域の環境、さらには地球規模の環境をよくするため、
世代や職業、地域の枠を越えて、多くの人や団体が連携し
て活動しています。
また、子どもたちも、「めぐろ」に愛着をもち、都会に

ありながら自然とのつきあい方を身につけています。
人々は、環境に与える負荷を十分に認識して、ごく自然

に環境保全に取り組んでおり、多様なツールから環境に関
する情報を得て、発信しています。
転入した人々も、子どもや地域との関わりの中で、「め

ぐろ」の環境について学び、環境にやさしい暮らし方を賢
く選択しています。
こうした将来像を目標に、環境への気づき、意識改革、

行動の変化をもたらす、学習や体験の機会を増やし、日常
生活の中で環境に関する情報交換や活動ができる、環境コ
ミュニティを醸成していきます。
また、環境学習等に参加した人々が、地域の環境活動や

人材育成に携わっていく仕組みを構築し、区民の環境意識
の向上を図ります。

３－１ 人を育てて行動を促す
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また、子どもたちも、「めぐろ」に愛着をもち、都会に
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人々は、環境に与える負荷を十分に認識して、ごく自然

に環境保全に取り組んでおり、多様なツールから環境に関
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転入した人々も、子どもや地域との関わりの中で、「め

ぐろ」の環境について学び、環境にやさしい暮らし方を賢
く選択しています。
こうした将来像を目標に、環境への気づき、意識改革、

行動の変化をもたらす、学習や体験の機会を増やし、日常
生活の中で環境に関する情報交換や活動ができる、環境コ
ミュニティを醸成していきます。
また、環境学習等に参加した人々が、地域の環境活動や

人材育成に携わっていく仕組みを構築し、区民の環境意識
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３－１ 人を育てて行動を促す

 

 

＜指標の評価＞

：目標値を達成 ：目標値に近づいている ：目標値に近づいていない －：現状値を把握していない

指標項目
環境指標

取組指標

基準
年度

基準年度末
時点実績値

平成２４年度末
実績値

平成３３年度
数値目標

（目指す方向）
評価

環境推進員養成講座修了者数
（累計値）

２２ ６３人 １００人 ２６３人

環境保全活動参加経験率※１ ２４ ５８％ ５８％
平成 年度実積

＋ ％
―

環境に関する情報提供の
満足度※ ２４ １１０％ １１０％

平成 年度実積
＋ ％

―

普及版めぐろグリーンアクショ
ンプログラムの参加件数・
修了件数

２３ １４４件／３件 １６４件／３０件 増加

区ホームページ※（もっと知りた
い環境のこと）アクセス数

２３ ６９７ ５０２ 増加

めぐろグリーンアクションプロ
グラム（事業所版）の新規認定件
数

２２ １件 １件 増加

※１ 環境に関するアンケートの問「区で行っている環境保全に関する取組みへの参加経験」に対し、どれかに参加したことがあ

ると答えた人の割合。

※ 環境に関するアンケートの問「環境に関する情報提供の満足度）」に対し、満足及びやや満足と答えた人の割合。

※３

トップページ＞キーワードから知る めぐろのこと＞学ぶ＞もっと知りたい環境のこと

【 平成２４年度の成果 】

・ 環境推進員養成講座を開催し、平成２４年度の受講生２１人のうち１２人が修了生となり、

着実に数値目標に向けて増加しています。

・ 普及版めぐろグリーンアクションプログラムの参加件数、修了件数は、ともに増加しまし

た。一方、めぐろグリーンアクションプログラム（事業所版）の認定件数は１件で、中間

報告件数は１５件、更新認定件数はありませんでした。

・ 区ホームページのアクセス数は、平成２３年度と比べて減少しました。平成２３年度は、

震災後の情報収集により、多くのアクセスがあったものと思われます。

《 環境学習推進方針の作成 》

効果的に環境学習を推進するために年度ごとに環境学習推進方針を作成

しています。平成２４年度は、温暖化防止をテーマに掲げ、めぐろグリー

ンアクションプログラムを実施しました。

《 環境学習機会の提供 》

自発的な環境活動へのきっか

けとして、身近なテーマで大人

から子どもまでを対象とした講

演会・学習会を開催しました。

また、普及版めぐろグリーンア

クションプログラムを普及させ

ることで、世帯単位での環境配

慮への取組みを進めました。

３－１－１ 環境教育・学習の推進

＜環境学習の内容と参加人数＞

講座・講習会名 延参加人数

子育てママのエコ入門講座（４回） 親子５９人

消費生活講座（３講座） ７９人

消費生活展 ６０４０人

普及版めぐろグリーンアクションプログラム

参加件数／修了件数
１６４件／３０件

 

＜消費生活展＞
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《 学校等における環境学習の推進 》

学校における環境学習活動の充実を図るため、学校

版めぐろグリーンアクションプログラムを区立小中学

校全３２校で継続して行っています。

平成２４年度は、優れた活動を行った菅刈小学校、

烏森小学校、月光原小学校、駒場小学校、緑ヶ丘小学

校、宮前小学校の小学校６校、第四中学校、第七中学

校、第八中学校の中学校３校、合わせて９校を表彰し

ました。また、学校訪問しアドバイスを行いました。

《 自主的な環境学習の支援 》

区では区民等が自主的に行う環境学習や環境活動の支援や学校・町会・地

域などの活動で利用できる身近な環境測定機器の貸出しを行い、測定機器に

ついては騒音計を１０回貸し出しました。

平成２４年度は、支援として生ごみの堆肥化推進を行いました。出前授業

も行っていますが、実績はありませんでした。

《 エコプラザを活用した環境学習 》

環境に配慮した生活を提案するため、身

近な体験を通して楽しく学べる、さまざま

なテーマの講座・講習会を目黒及び平町の

エコプラザにて開催しました。

平成２４年度に開催した講座・講習会は

全１８講座、延べ３００２人の参加があり

ました。

この取組みは、地域の団体、事業者、学校などと協働で企画運営しており、子どもたちの参加

も増加しました。

 
 

＜キッズ環境紙芝居＞ ＜リフォームファッションコンテスト＞

◇ 区民等を対象とした講演会・学習会を開催します。

◇ 環境月間や温暖化対策月間などの機会を利用し、環境に対する意識を高めるようなパネ

ル展を行います。

◇ 区民等が自主的に行う環境学習・環境活動への支援を行います。

◇ エコプラザを活用した、省エネルギーやごみ減量に関する講座・講習会を展開します。

平成２５年度に実施する主な施策の内容

 

＜環境学習の内容と参加人数＞ 

講座・講習会名
参加人数
／出展数

学んで育てる「緑のカーテン」 ８７人

オンリーワンバッグを作る ２０６人

リフォームファッションコンテスト ２６作品

修理コツコツ講座 １２５人

キッズあつまれ！エコひろば ３７６人

 

＜騒音計＞

＜学校版めぐろグリーンアクションプログラム
表彰式＞第
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平成２４年度は、支援として生ごみの堆肥化推進を行いました。出前授業

も行っていますが、実績はありませんでした。

《 エコプラザを活用した環境学習 》

環境に配慮した生活を提案するため、身

近な体験を通して楽しく学べる、さまざま

なテーマの講座・講習会を目黒及び平町の

エコプラザにて開催しました。

平成２４年度に開催した講座・講習会は

全１８講座、延べ３００２人の参加があり

ました。

この取組みは、地域の団体、事業者、学校などと協働で企画運営しており、子どもたちの参加

も増加しました。

 
 

＜キッズ環境紙芝居＞ ＜リフォームファッションコンテスト＞

◇ 区民等を対象とした講演会・学習会を開催します。

◇ 環境月間や温暖化対策月間などの機会を利用し、環境に対する意識を高めるようなパネ

ル展を行います。

◇ 区民等が自主的に行う環境学習・環境活動への支援を行います。

◇ エコプラザを活用した、省エネルギーやごみ減量に関する講座・講習会を展開します。

平成２５年度に実施する主な施策の内容

 

＜環境学習の内容と参加人数＞ 

講座・講習会名
参加人数
／出展数

学んで育てる「緑のカーテン」 ８７人

オンリーワンバッグを作る ２０６人

リフォームファッションコンテスト ２６作品

修理コツコツ講座 １２５人

キッズあつまれ！エコひろば ３７６人

 

＜騒音計＞

＜学校版めぐろグリーンアクションプログラム
表彰式＞

 

 

家庭の生ごみの堆肥化活動

「こまばリサイクルの会」は、駒場町会・住区の有志（約３０世帯）を中心に平成８年に発足さ

れた会で、平成１５年からは、家庭から出る生ごみの堆肥化活動に取り組んできました。平成１８

年度から２３年度まで、環境学習モデル事業「生ごみリサイクルによる花とみどりのまちづくり」

を区と協働で進めて、駒場野公園内の環境学習施設に設置された堆肥化機械装置を活用して家庭か

ら出る生ごみの堆肥化活動を実施しました。

現在では、参加者も増えて、４班に分かれ週２回活動しており、さらに、菅刈住区にも活動グル

ープができています。 

トピックス

めぐろグリーンアクションプログラムとは…

今、私たちの周りには地球温暖化を代表として様々な環境問題があります。この問題を解決する

には、区、区民、事業者、学校がそれぞれの立場から環境に配慮した活動を行うことが必要です。

区では、家庭や事業所、学校において、地球温暖化防止のために具体的に行動するしくみとして、

目黒区独自の環境配慮行動プログラム「めぐろグリーンアクションプログラム」をつくりました。

このプログラムには、普及版・事業所版・学校版の 種類があります。

普及版めぐろグリーンアクションプログラム

温暖化対策について、身近にできることからはじめられるプログラムです。チャレンジしたい

個人の方は、環境清掃部環境保全課環境情報係まで。

めぐろグリーンアクションプログラム事業所版

「めぐろグリーンアクションプログラム事業所版」は、環境に配慮した行動を行う区内事業者

を応援するプログラムです。

チャレンジしたい事業者の方は、環境清掃部環境保全課温暖化対策係まで。

学校版めぐろグリーンアクションプログラム

学校版は、環境教育推進のための一つの手段であり、児童・生徒と教職員が一体となって、学

校生活の中で継続的に省エネ・省資源活動や環境学習活動に取組むためのプログラムです。区立

小・中学校の取り組みについては、教育委員会事務局学校運営課学事係まで。

詳しくは、区のホームページをご覧ください。

トップページ＞くらしのガイド＞自然・環境・ごみ＞環境保全施策の推進＞地域のグリーン化

 

トピックス
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《 環境情報の一元化 》

平成２３年度に実施した環境施策の状況及び評価を明らかにした環境報告書（本編・資料編・

概要版）を作成し、区の施設で配布したほか区ホームページ でも公表しました。

また、区ホームページにおける環境情報の充実を図り、積極的な情報提供に努めました。

《 多様な媒体を活用した環境情報の発信力の強化 》

６月の環境月間に、総合庁舎西口ロビーで環境パネル展

を行いました。エコプラザ情報室の図書・資料等の整備、

エコプラザニュースなどの広報誌の充実を図り、エコプラ

ザの利用促進を図りました。様々な機会、媒体を活用して

環境情報の発信力を高めていきます。

                                                   

トップページ＞行政情報＞統計・調査・報告＞調査・報告＞目黒区環境報告書（めぐろの環境）

３－１－２ 環境情報の提供

◇ 目黒区環境基本条例に基づき、環境報告書の作成と配布を行います。

◇ 環境月間を周知するとともに、一人ひとりが身近な地域環境から考えるきっかけとなる

ようなパネル展などを実施します。

◇ 区ホームページに環境情報の積極的な掲載を行い、情報発信します。

◇ エコプラザのＰＲ活動を強化し、利用促進を図ります。

平成２５年度に実施する主な施策の内容

 

＜環境月間パネル展＞

目黒区ホームページ「もっと知りたい環境のこと」コーナー

各種環境データ、学べる施設、講座に関する情報を随時更新しています。

トップページ ＞ キーワードから知る めぐろのこと ＞ 学ぶ ＞ もっと知りたい環境のこと

 

トピックス
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《 環境情報の一元化 》

平成２３年度に実施した環境施策の状況及び評価を明らかにした環境報告書（本編・資料編・

概要版）を作成し、区の施設で配布したほか区ホームページ でも公表しました。

また、区ホームページにおける環境情報の充実を図り、積極的な情報提供に努めました。

《 多様な媒体を活用した環境情報の発信力の強化 》

６月の環境月間に、総合庁舎西口ロビーで環境パネル展

を行いました。エコプラザ情報室の図書・資料等の整備、

エコプラザニュースなどの広報誌の充実を図り、エコプラ

ザの利用促進を図りました。様々な機会、媒体を活用して

環境情報の発信力を高めていきます。

                                                   

トップページ＞行政情報＞統計・調査・報告＞調査・報告＞目黒区環境報告書（めぐろの環境）

３－１－２ 環境情報の提供

◇ 目黒区環境基本条例に基づき、環境報告書の作成と配布を行います。

◇ 環境月間を周知するとともに、一人ひとりが身近な地域環境から考えるきっかけとなる

ようなパネル展などを実施します。

◇ 区ホームページに環境情報の積極的な掲載を行い、情報発信します。

◇ エコプラザのＰＲ活動を強化し、利用促進を図ります。

平成２５年度に実施する主な施策の内容

 

＜環境月間パネル展＞

目黒区ホームページ「もっと知りたい環境のこと」コーナー

各種環境データ、学べる施設、講座に関する情報を随時更新しています。

トップページ ＞ キーワードから知る めぐろのこと ＞ 学ぶ ＞ もっと知りたい環境のこと

 

トピックス

 

 

《 地域の環境配慮活動団体の支援 》

学校や団体からの２件の要請により、テーマに沿った講師をそれぞれ派遣しました。

《 環境推進員等の育成・支援 》

環境推進員養成講座を開催し、環境保全活動のリーダー

を育成しました。平成２４年度は２１人の受講生の中で、

１２人が修了生となりました。また、環境推進員のステッ

プアップ講座「いきものたちと・ともにくらせる・まちづ

くり」ほか２回を開催し、４０人程度が参加しました。そ

のほか、交流会も１回開催しました。

《 環境に配慮した事業活動の促進 》

めぐろグリーンアクションプログラム（事業所版）を推進し、平成２４年度は新規の認定が１

件、中間報告が１５件ありました。

平成２４年度は申請はありませんでしたが、製造業、建設業、情報通信業及びものづくりにか

かわるソフト産業を主たる事業として営む区内中小企業の国際標準規格ＩＳＯ９０００並びに

１４０００シリーズの取得に対して、費用の一部を助成しています。

＜認定事業者の概要＞

認定事業者名 認定日 取組み内容

有限会社グラム・デザイン
平成２４年

８月２３日

・ベランダ菜園、観葉植物を育てる。

・ごみ分別の徹底、リサイクルを行う。

・節電、電気使用量の見直し。

・Ｗｅｂサイトを通じての環境情報を発信する。

３－１－３ 人材や活動団体の育成

◇ 小中学校や団体へ環境学習のテーマに沿った講師を派遣します。

◇ 地域活動団体・事業者団体に対して、活動の支援を行います。

◇ 環境推進員養成講座を開催し、環境保全活動のリーダーを育成します。また、区や団体

等と協力して地域で活動していくためのステップアップ講座を開催します。

平成２５年度に実施する主な施策の内容

 

３－１－４ 事業者の取組みの促進

◇ めぐろグリーンアクションプログラム（事業所版）を推進します。

◇ 国際規格取得支援事業を行います。

平成２５年度に実施する主な施策の内容

 

＜環境推進員養成講座＞

第
２
章

環
境
保
全
施
策
の
推
進

基
本
目
標
３　

環
境
を
守
り
は
ぐ
く
む
人
づ
く
り

47



 

【 実現に向けた考え方 】

区内には環境保全活動に熱心に取り組んでいる人や団体が多数存在しています。地域の環

境保全活動をさらに活性化するため、エコプラザを拠点とした環境配慮活動団体のネットワ

ーク化を図り、環境活動に取り組む人や団体同士の交流や連携を図ります。

また、区民・事業者・区のパートナーシップや他都市との連携により、各主体の協力が必

要な取組みや、地域を越えた広域的な環境課題に対する取組みの効果を一層高めます。

＜指標の評価＞

：目標値を達成 ：目標値に近づいている ：目標値に近づいていない －：現状値を把握していない

指標項目
環境指標

取組指標

基準
年度

基準年度末
時点実績値

平成２４年度末
実績値

平成３３年度
数値目標

（目指す方向）
評価

目黒区立エコプラザ登録団体数 ２２ ８団体 １１団体
３８団体

（３団体／年）

地球温暖化対策地域協議会開催回数 ２２ ２回 ２回 継続的な開催

環境審議会開催回数 ２２ ４回
３回

（小委員会３回）
継続的な開催

【 平成２４年度の成果 】

・ 目黒区立エコプラザ登録団体数は、１１団体となり、順調に増加しています。

・ 地球温暖化対策地域協議会は２回、環境審議会は３回と継続的に開催しています。

《 地域の環境配慮活動団体の支援 》

地域で環境に配慮した活動を行う団体を支援しています。活動の場を提供するため、区立エコ

プラザ活動室を割引料金で貸し出しています。平成２４年度は、１１団体の登録がありました。

《 地域の環境保全活動の普及および参加促進 》

平成２４年１２月８日にエコライフめぐろ推進協会と共催でエコまつり めぐろ２０１２を

開催しました。参加団体数は３３団体、来場者数は２６５１人でした。区も『みんなで楽しくエ

コマナー』というテーマでブースを出展し、啓発を目的としたパネル展示とクイズ、大声コンテ

ストを実施しました。

また、地域の環境活動の活性化につなげるため、幅広い環境活動や継続した取組みをしている

区民・事業者・団体を「エコチャレンジ顕彰」として顕彰しています。平成２４年度は１団体を

顕彰し、平成２５年２月９日に顕彰式を行いました。

３－２－１ 地域の環境保全活動の活性化・ネットワーク化

３－２ 人のつながりを育てる
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【 実現に向けた考え方 】

区内には環境保全活動に熱心に取り組んでいる人や団体が多数存在しています。地域の環

境保全活動をさらに活性化するため、エコプラザを拠点とした環境配慮活動団体のネットワ

ーク化を図り、環境活動に取り組む人や団体同士の交流や連携を図ります。

また、区民・事業者・区のパートナーシップや他都市との連携により、各主体の協力が必

要な取組みや、地域を越えた広域的な環境課題に対する取組みの効果を一層高めます。

＜指標の評価＞

：目標値を達成 ：目標値に近づいている ：目標値に近づいていない －：現状値を把握していない

指標項目
環境指標

取組指標

基準
年度

基準年度末
時点実績値

平成２４年度末
実績値

平成３３年度
数値目標

（目指す方向）
評価

目黒区立エコプラザ登録団体数 ２２ ８団体 １１団体
３８団体

（３団体／年）

地球温暖化対策地域協議会開催回数 ２２ ２回 ２回 継続的な開催

環境審議会開催回数 ２２ ４回
３回

（小委員会３回）
継続的な開催

【 平成２４年度の成果 】

・ 目黒区立エコプラザ登録団体数は、１１団体となり、順調に増加しています。

・ 地球温暖化対策地域協議会は２回、環境審議会は３回と継続的に開催しています。

《 地域の環境配慮活動団体の支援 》

地域で環境に配慮した活動を行う団体を支援しています。活動の場を提供するため、区立エコ

プラザ活動室を割引料金で貸し出しています。平成２４年度は、１１団体の登録がありました。

《 地域の環境保全活動の普及および参加促進 》

平成２４年１２月８日にエコライフめぐろ推進協会と共催でエコまつり めぐろ２０１２を

開催しました。参加団体数は３３団体、来場者数は２６５１人でした。区も『みんなで楽しくエ

コマナー』というテーマでブースを出展し、啓発を目的としたパネル展示とクイズ、大声コンテ

ストを実施しました。

また、地域の環境活動の活性化につなげるため、幅広い環境活動や継続した取組みをしている

区民・事業者・団体を「エコチャレンジ顕彰」として顕彰しています。平成２４年度は１団体を

顕彰し、平成２５年２月９日に顕彰式を行いました。

３－２－１ 地域の環境保全活動の活性化・ネットワーク化

３－２ 人のつながりを育てる

 

 

＜被顕彰者の取組み＞

被顕彰者（敬称略） 顕彰理由

いきいき＊がくだい

清掃ボランティアグループ

目黒区内にコースを設定し、吸殻、空き缶、ペットボトル及び

紙くずなどのポイ捨てされたごみの収集を行い、身近な行動か

ら地域社会の環境美化実現のため清掃活動に積極的に取り組み

地域貢献と環境意識の向上に尽力された。

 
 
 

＜エコまつり 展示ブース＞

＜エコチャレンジ顕彰式＞ ＜被顕彰者同士の交流＞

＜エコまつり・リフォームファッションショー＞

◇ 地域団体との連携、支援事業、地域活動協力者の養成を図ります。

平成２５年度に実施する主な施策の内容
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エコライフめぐろ推進協会とは…

平成 年、区民と行政が連携してリサイクルを推進する組織として「リサイクルめぐろ推進協

会」が設立されました。その後、平成 年に環境全般に亘る事業を行う「エコライフめぐろ推進

協会」へと改名し、環境問題に関する情報の普及・啓発や環境活動をする区民や区内事業者の支援

を行っています。平成 年には、区の指定管理者となり、エコプラザの管理運営も行っています。

今後は、環境問題に積極的に関心を持つ人たちだけでなく、一人でも多くの区民に環境にやさし

いライフスタイルに関心を持ってもらい、様々な立場の人たちがつながっていけるネットワーク作

りの拠点となる役割も期待されています。

 

トピックス

エコマナークイズ

エコまつり めぐろ２０１２の来場者に楽しみながらエコマナーを考えてもらうため、エコマナ

ークイズを実施しました。クイズ用紙の裏面には、ポイ捨て禁止シートやごみの出し方に関する啓

発を掲載し周知を図りました。 

＜エコマナークイズ（表面）＞ ＜エコマナークイズ（裏面）＞

トピックス
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エコライフめぐろ推進協会とは…

平成 年、区民と行政が連携してリサイクルを推進する組織として「リサイクルめぐろ推進協

会」が設立されました。その後、平成 年に環境全般に亘る事業を行う「エコライフめぐろ推進

協会」へと改名し、環境問題に関する情報の普及・啓発や環境活動をする区民や区内事業者の支援

を行っています。平成 年には、区の指定管理者となり、エコプラザの管理運営も行っています。

今後は、環境問題に積極的に関心を持つ人たちだけでなく、一人でも多くの区民に環境にやさし

いライフスタイルに関心を持ってもらい、様々な立場の人たちがつながっていけるネットワーク作

りの拠点となる役割も期待されています。

 

トピックス

エコマナークイズ

エコまつり めぐろ２０１２の来場者に楽しみながらエコマナーを考えてもらうため、エコマナ

ークイズを実施しました。クイズ用紙の裏面には、ポイ捨て禁止シートやごみの出し方に関する啓

発を掲載し周知を図りました。 

＜エコマナークイズ（表面）＞ ＜エコマナークイズ（裏面）＞

トピックス

 

 

《 区民・団体・事業者のパートナーシップによる環境施策の推進 》

協働による環境保全活動の推進に向けて、環境審議会を３回開催し、目黒区環境基本計画の重

点プロジェクト、環境学習推進計画などについて検討を行いました。

また、区民や事業者などが参加し、地球温暖化対策について話し合う場となる地球温暖化対策

地域協議会を２回開催しました。協議会の中では、地球温暖化対策地域推進計画の進捗状況の確

認、目標に向けた効果的な取組みについて検討を行いました。

＜環境審議会の開催内容＞

回・日にち 議題・報告事項

第１回

平成 年 月３０日

１．目黒区の生物多様性地域戦略策定に向けた取組みについて

２．みんなで選ぶ めぐろいきもの８０選の実施について

３．夏期における区施設等の節電対策について

４．平成２４年度における放射性物質への対応について

５．プール水の放射性物質検査の実施について

６．雨水利用施設における雨水利用の再開等について

７．平成２４年度目黒区住宅用新エネルギー及び省エネルギー機器設置

費用助成（前期募集分）の申請状況について

第２回

平成 年１２月３日

１．環境審議会小委員会の設置について（案）

２．平成２４年度版めぐろの環境（環境報告書）の発行について

３．平成２４年夏期における区施設等の節電対策の実施結果について

４．平成２４年冬期における節電対策について

第３回

平成 ５年３月１９日

１．目黒区環境学習推進計画について（案）

２．「体感的な指標」の検討について

３．「重点プロジェクトの展開」について（案）

３－２－２ 区民・事業者・区のパートナーシップの構築

◇ 環境審議会や地球温暖化対策地域協議会を開催します。

平成２５年度に実施する主な施策の内容

 

目黒区環境審議会とは…

平成１２年１２月に制定した「目黒区環境基本条例」第２２条に基づき、区における環境の保全

に関して必要なことを調査審議するためにおかれた区長の付属機関です。

環境基本計画に関することや環境の保全に関する基本的なことを話し合います。本会議は公開さ

れており傍聴できます。また、会議録を目黒区のホームページでご覧いただくこともできます。

また、審議の効率的な運営を図るために小委員会を、専門的知識を必要とする議題を審議するた

めに専門委員会を設置することがあります。

トップページ＞行政情報＞計画・政策＞目黒区の取り組み＞自然・環境への取り組み

＞環境審議会

 

トピックス
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《 他地域との連携による取組みの推進 》

「めぐろエコの森」は、地球温暖化対策におけるカーボン・オフセット を展望した事業の一

つとして、平成２２年度に友好都市である宮城県角田市の四方山の一角に創設されました。

平成２４年度は、めぐろエコの森に植樹した樹木を生育させるために、生育の支障となる下草

等の刈り払いを２回行いました。

     
                                                   

カーボン・オフセット：自らの温室効果ガス排出量を認識し、削減努力を行い、どうしても削減できない排出量をほかの場所での排

出削減・吸収量等を購入すること又は活動等を実施することにより、その排出量の全部または一部を埋め合わせること。

３－２－３ 地域を越えた広域的な連携

◇ めぐろエコの森に植樹した樹木を生育させるために、下刈作業を行います。

平成２５年度に実施する主な施策の内容

 

＜めぐろエコの森全景＞

地球温暖化対策地域協議会とは…

区民、事業者、地域団体、学校、区など、幅広い分野の代表者がメンバーとなり、平成１８年１

２月に設立されました。

平成１９年度に「地球温暖化防止目黒行動宣言」を実施したほか、平成２０年３月末策定の「目

黒区地球温暖化対策地域推進計画」の案を取りまとめました。

今後、地域が一体となって地球温暖化防止の取組みを進めるため、さまざまな啓発活動を行って

いきます。

トップページ＞くらしのガイド＞自然・環境・ごみ＞環境保全施策の推進＞地球温暖化対策＞地

球温暖化対策地域協議会
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